
2024年度短期大学認証評価等の結果について 

（１）大学基準協会の短期大学認証評価

本協会は、2007年に短期大学機関別認証評価機関として文部科学大臣に認証され、爾来、

短期大学認証評価を実施しています。 

本協会の短期大学認証評価は、「会員の自主的努力と相互的援助によって、わが国におけ

る大学の質的向上を図る」（公益財団法人大学基準協会定款第３条）という目的に基づいて

行っています。より具体的には、 

① 本協会が定める短期大学基準に基づき短期大学の諸側面を包括的に評価することを

通じて、短期大学の教育･研究活動等の質を社会に対し保証すること

② 短期大学認証評価結果及びこれを踏まえた改善報告書の検討結果を通じて、短期大学

の改善・向上を継続的に支援すること

③ 評価を通じて短期大学の社会的存在理由を明らかにすることに貢献し、短期大学が社

会に対して説明責任を果たしていくことを支援すること

という目的のもと行っています。 

特に、社会に対して保証する短期大学の質については、当該短期大学が自身の掲げる理念

や目的の達成に向けた活動を行っていること、内部質保証システムが有効に機能し、教育の

充実と学生の学習成果の向上に結びついていることを重視しています。内部質保証システ

ムについては、第２期（2013 年度～2019 年度）においてシステムの構築を求めましたが、

2020 年度から開始した第３期では、内部質保証システムが有効に機能しているか、そのこ

とが短期大学自身によって証明され、社会に対する説明責任を果たしているかということ

に重きを置いています。 

短期大学認証評価は、本協会が定める短期大学基準に沿って評価を行い、評価結果におい

て短期大学基準に適合しているか否かを判定します。重大な問題が認められた場合は、短期

大学基準に適合していない（以下「不適合」という。）と判定し、不適合の判定となった短

期大学は、不適合の原因となった事項について追評価を申請することができます。 

（２）短期大学認証評価等の組織体制

2024 年度の短期大学認証評価においては、６の申請短期大学に対応して次のような組織

体制を整え、具体的な評価活動を行いました。 

まず、「短期大学評価委員会」（委員長・副委員長を含めた委員 10名）の下に、６の「短

期大学評価分科会」に加え、「短期大学財務評価分科会」及び「短期大学改善報告書検討分

科会」を設置しました（体制図参照）。 

「短期大学評価委員会」は、全国の短期大学から推薦された候補者及び理事会が選出した

外部有識者によって構成されています。 

「短期大学評価分科会」は、各短期大学の財務を除く諸活動全体を評価することを目的と

し、これまで同様、１短期大学につき１の分科会を設置しました。構成は、原則として主査
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１名と委員３名の計４名の評価者からなっています。 

「短期大学財務評価分科会」（主査・委員あわせて４名）においては、短期大学財務評価

の指標や方法の検討及び申請６短期大学に対する財務評価を行いました。 

また、「短期大学改善報告書検討分科会」（主査・委員あわせて３名）においては、短期大

学認証評価を受けた短期大学より申請年度から４年後（評価結果を受け取ってから３年後）

までに提出される「改善報告書」に基づき、改善状況の書面評価を行いました。今年度は、

２短期大学から「改善報告書」が提出され、同分科会で検討しました。 

したがって、2024年度の短期大学認証評価は、延べ 41名の委員が関わり実施したことに

なります（委員会、分科会、財務評価分科会、改善報告書分科会の名簿については（10）参

照）。 

体制図 

（３）2024年度短期大学認証評価への申請短期大学

（私立） 愛知大学短期大学部  （公法） 会津大学短期大学部 

（公立） 鹿児島県立短期大学  （公立） 倉敷市立短期大学 

（私立） 福岡女学院大学短期大学部 （公立） 三重短期大学 

（短期大学名五十音）

（４）短期大学認証評価の経過（2024年度の短期大学認証評価のスケジュールは（11）参照） 

① 評価プロセスの運用方法について

2024年度短期大学認証評価は、評価者に対する各種研修としてオンライン会議システ

ムを用いた評価者研修セミナーを開催するとともに、基準の解説等の動画を配信しまし

た。また、委員会、分科会等の各種会議についても、オンライン会議システムを併用し

て実施しました。 
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② 書面による評価

各分科会に所属する主査・委員には、評価に先立ち、評価方法、評価者倫理等に関す

る研修を通じて評価に必要な情報共有を行いました。その後、各短期大学の自己点検・

評価の結果をとりまとめた点検・評価報告書、基礎要件確認シート、短期大学基礎デー

タ及びその他根拠資料をもとに、各委員が「短期大学認証評価結果（分科会原案）」を分

担執筆しました。 

各分科会では、「短期大学認証評価結果（分科会原案）」をもとに主査が作成した「短

期大学認証評価結果（主査原案）」に基づき、書面による評価を行いました。また、その

結果を踏まえて各委員が「短期大学認証評価結果（主査原案）」を修正し、主査が全体調

整を図ったうえで、「短期大学認証評価結果（分科会案）」としてとりまとめました。く

わえて、各分科会は、書面評価において事実確認が出来なかった点等を質問事項にとり

まとめ、これを実地調査前に「短期大学認証評価結果（分科会案）」とともに当該短期大

学へ送付し、回答を得ました。 

③ 短期大学認証評価における実地調査の実施

各分科会における書面評価終了後に、短期大学認証評価に申請のあった６短期大学の

すべてに対し、訪問して実地調査を実施しました。 

実地調査の主な目的は、十分な資料・情報等を収集し、評価の正確性を期すことにあ

ります。当日（１日半）は、書面評価の過程で発生した疑問点に関する質疑応答を行う

とともに、教職員との意見交換の時間を設け、短期大学と評価者間でのディスカッショ

ンを十分に行うことに努めました。また、学生インタビューを通じて実地調査の実効性

を高めるとともに、必要に応じて書面のみでは把握の難しかった施設・設備の状況など

を確認しました。 

④ 短期大学評価委員会における「短期大学認証評価結果（案）」の作成

各分科会において、実地調査等の結果を反映させた「短期大学認証評価結果（分科会

最終案）」をもとに、「短期大学評価委員会」の委員長・副委員長による会合（正副委員

長会）において検討しました。その後、「短期大学評価委員会」で同分科会最終案を審議

して「短期大学認証評価結果（委員会案）」を作成し、当該短期大学へ送付しました。 

「短期大学認証評価結果（委員会案）」を受け取った短期大学は、事実誤認等があった

場合、「短期大学認証評価結果（委員会案）」に対して意見を申し立てることができます。

今年度は、申請６短期大学のうち５短期大学から意見申立がありました。これを受けて、

「短期大学評価委員会」では、当該短期大学からの意見内容や提出された資料に基づき、

事実誤認の有無及び申し立てられた意見の採否を審議し、「短期大学認証評価結果（委員

会案）」に対して必要な修正を行い「短期大学認証評価結果（案）」を作成しました。 
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⑤ 理事会による短期大学認証評価結果の承認  

「短期大学評価委員会」が作成した「短期大学認証評価結果（案）」については、2025

年３月 17日開催の第 552回理事会に諮りました。その結果、６短期大学すべての短期大

学認証評価結果について承認を得て、本年度の短期大学認証評価が終了しました。 

 

（５）短期大学認証評価結果の概要 

 ① 短期大学認証評価の結果、短期大学基準への適合認定を行った短期大学 

2024年度の短期大学認証評価を申請した前述の６短期大学すべてについて、短期大学

基準に適合していると認定しました。 

 

② 短期大学認証評価結果の構成 

 各短期大学に提示する短期大学認証評価結果は、「Ⅰ 判定」「Ⅱ 総評」「Ⅲ 概評及

び提言」で構成しています。 

「Ⅰ 判定」では、短期大学基準に適合しているか否かの判断及び適合の場合はその

認定期間を記載し、「Ⅱ 総評」では、各短期大学の理念・目的や内部質保証の状況、当

該短期大学の優れた点や課題を含む特徴的な事項など今回の短期大学認証評価における

総合的な評価の状況を記載しています。 

「Ⅲ 概評及び提言」は、短期大学基準を構成する 10の基準ごとに、概評及び提言で

構成しています（基準 10は（１）大学運営、（２）財務にわけて記載）。このうち概評は、

短期大学基準に基づく点検・評価項目ごとに、該当する短期大学の取り組み・現状に対

する評価の概要を記述しています。提言は、概評に記述した取り組みのうち、特記すべ

き事項が認められる場合に記述しており、長所、是正勧告及び改善課題の３種類があり

ます。 

 長所は、短期大学が掲げる理念・目的の実現に資する事項であり、有意な成果が見ら

れる（期待できる）もの、又はわが国の高等教育において先駆性もしくは独自性のある

事項であり、有意な成果が見られる（期待できる）ものを示しています。 

是正勧告及び改善課題は、いずれも必ず改善を求めるものを示していますが、是正勧

告は基礎要件の重度の不備、又は短期大学としての相応しい水準を確保するために重大

な問題があり、必ず改善を求めるもの、あるいは、前述の問題にはあたらないものの、

理念・目的の実現のために抜本的な改善を必ず求めるものを示しています。一方、改善

課題は基礎要件の軽度な不備、又は短期大学としての相応しい水準を確保するために問

題があり、必ず改善を求めるもの、あるいは、前述の問題にはあたらないものの、理念・

目的の実現のために改善を必ず求めるものを示しています。 

なお、短期大学が「独自の章」を設けている場合は、「独自の章」の内容に応じて、「Ⅱ 

総評」又は関連が深い基準の「Ⅲ 概評及び提言」において、それに対する評価結果を

記述しています。 
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③ 短期大学基準への適合認定を行った短期大学に対する提言 

短期大学基準への適合認定を行った短期大学のうち、長所を付したのは６短期大学、

改善課題を付したのは５短期大学となりました。なお、是正勧告はありませんでした。

各提言を付す際には、申請資料に基づく書面評価や実地調査の結果に加え、前述の意見

申立等による意見を参考に、実態に即した指摘となるよう留意しました。 

是正勧告・改善課題が付された短期大学は、それらの事項についての改善状況をとり

まとめ、本協会が指定する期日（原則として短期大学認証評価結果を通知してから３年

経過後の７月末）までに改善報告書を提出することになっています。 

 

（６）改善報告書について 

前述のとおり、本協会では、短期大学認証評価結果において、必要に応じて長所、是正

勧告、改善課題を付していますが、是正勧告を付された短期大学は、指摘された重大な問

題について、抜本的な改善を行い是正することが求められます。また、改善課題を付され

た短期大学は、指摘された事項について十分に検討し、改善することが求められます。 

是正勧告や改善課題を付された短期大学は、それぞれの指摘にかかわる改善状況につい

て、改善報告書をとりまとめ、原則として 2028年７月末までに、これを本協会宛に提出す

ることになります。 

この改善報告書の制度は、本協会の短期大学認証評価における特色のひとつであり、改

善報告書の評価を通じて、短期大学の改善・改革を継続的に支援するための重要なシステ

ムです。 

 

（７）新型コロナウイルス感染症の下での教育の質保証に関する評価について 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、授業を対面からオンラインに切り替え

るなど、通常とは異なる各種対応・対策がとられていた時期があることを踏まえ、あらか

じめ新型コロナウイルス感染症の影響下での教育の質保証の取り組みについて自己点検・

評価することを求め、必要に応じて書面評価及び実地調査時に取り組みについて確認を行

いました。 

 

（８）改善報告書の検討について 

 本協会では、短期大学認証評価結果において付した改善課題、是正勧告について、前述

の期日までに短期大学にて改善状況をとりまとめ、本協会まで報告することを求めていま

す。その内容をもとに各提言の改善状況の書面評価を行い、第３期短期大学認証評価を受

けた短期大学については、その結果を「改善報告書検討結果」として公表することとして

います。今年度は、2020 年度申請の２短期大学から改善報告書が提出され、「短期大学改

善報告書検討分科会」において改善状況の検討を行いました。また、自律的な質保証活動
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への信頼を基礎に、創意工夫による更なる個性の伸長とそれによる理念・目的の実現を後

押しすることを目的とし、第４期認証評価から導入する弾力的措置について、当該措置を

適用するための要件のうち、第一段階となる３つの要件（ア）基準２「内部質保証」に関

し、是正勧告及び改善勧告のいずれも提言されていない、イ）基準４「教育課程・学習成

果」に関し、是正勧告が提言されていない、ウ）基準４「教育課程・学習成果」の学習成

果の測定に関しては、改善課題も付されていない）を満たしているかについても改善状況

の評価を通じて検討し、「短期大学評価委員会」、理事会を経て「改善報告書検討結果」を

承認しました。なお、その過程で「改善報告書検討結果（委員会案）」に対する短期大学か

らの意見申立を受け付けました。 

 

（９）大学基準協会の評価の充実に向けて 

本協会は、1947年に国・公・私立大学による自律的な大学団体として設立された後、大

学が適切な水準を維持し、その向上を図るための指針として大学基準を定め、これに基づ

く評価活動を展開してきました。1996年には、大学の自己点検・評価に基づく評価システ

ムを確立し、2004年度にわが国で認証評価制度が始まってからも、透明性・公正性の高い

第三者評価機関としての役割を果たすべく、これまで培ってきた実績をもとに大学評価シ

ステムの改善・充実に取り組んできました。短期大学の認証評価機関としても 2007年に認

証を受け、同年度より評価を開始しています。 

2013 年度からの第２期短期大学認証評価では、短期大学自らが教育等の活動を改善し、

その質を保証する仕組みとして内部質保証システムの構築を求め、短期大学自身による質

保証を重視した評価を実施しました。続く、2020年度からの第３期短期大学認証評価では、

これを更に進めて内部質保証システムの有効性に着目した評価へと進化すべく、短期大学

基準を体系化するとともに、効率的な評価方法の構築、評価者研修の充実などに取り組み

ました。次年度から開始する第４期短期大学認証評価では、学修者本位の教育が求められ

ていることも踏まえ、学習成果を基軸にした内部質保証の実質化を目指す評価を展開しま

す。これにあたっては、第３期短期大学認証評価を通じて得た知見や内部質保証・学習成

果に関する短期大学が抱える課題及び改善に向けた取り組みを踏まえて、より一層評価を

通じて短期大学の改善・向上を支援できるよう努めてまいります。 

今後とも、大学基準協会は、社会の期待に応える短期大学認証評価へと発展させる努力

を行ってまいりますので、何とぞご支援いただきますようお願いいたします。 
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（10）2024年度短期大学認証評価関係委員会等名簿

① 2024年度短期大学評価委員会名簿

② 2024年度短期大学評価委員会短期大学評価分科会名簿

第１分科会 

第２分科会 

役名 氏 名 所 属 名

委員長 安 達 励 人 倉 敷 市 立 短 期 大 学

副委員長 龍 昌 治 愛 知 大 学 短 期 大 学 部

委員 安 齋 和 男
岩 手 県 ふ る さ と 振 興 部
学 事 振 興 課

委員 飯 干 明 鹿 児 島 県 立 短 期 大 学

委員 神 田 裕 子 株 式 会 社 進 研 ア ド

委員 鈴 木 滋 彦
静 岡 県 立 農 林 環 境 専 門 職
大 学 短 期 大 学 部

委員 並 木 俊 恭 神奈川県立希望ケ丘高等学校

委員 三 浦 秀 松 武庫川女子大 学短 期大 学部

委員 藪 中 征 代 聖 徳 大 学 短 期 大 学 部

委員 吉 山 尚 裕 大分県立芸術 文化 短期 大学

役名 氏 名 所 属 名

主査 三 浦 秀 松 武庫川女子大 学短 期大 学部

委員 川 﨑 雅 志
岩 手 県 立 大 学
盛 岡 短 期 大 学 部

委員 蓑 輪 裕 子 聖 徳 大 学 短 期 大 学 部

委員 高 橋 千 恵 子 鳥 取 短 期 大 学

役名 氏 名 所 属 名

主査 鈴 木 滋 彦
静 岡 県 立 農 林 環 境 専 門 職
大 学 短 期 大 学 部

委員 入 江 啓 彰 近 畿 大 学 短 期 大 学 部

委員 道 家 晶 子 岐 阜 市 立 女 子 短 期 大 学

委員 室 屋 裕 樹 藍 野 大 学
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第３分科会 

第４分科会 

第５分科会 

第６分科会 

役名 氏 名 所 属 名

主査 白 幡 晶 城 西 短 期 大 学

委員 荻 野 哉 大分県立芸術 文化 短期 大学

委員 中 路 喜 之 大 月 短 期 大 学

委員 大 川 貴 光 中村学園大学短期大学部

役名 氏 名 所 属 名

主査 野 口 聡 子 龍 谷 大 学 短 期 大 学 部

委員 大 志 田 憲
岩 手 県 立 大 学
宮 古 短 期 大 学 部

委員 堀 井 祐 介 大 阪 大 学

委員 神 﨑 大 介 大分県立芸術 文化 短期 大学

役名 氏 名 所 属 名

主査 龍 昌 治 愛 知 大 学 短 期 大 学 部

委員 青 木 淳 英 鳥 取 短 期 大 学

委員 疇 谷 憲 洋 大分県立芸術 文化 短期 大学

委員 梅 岡 和 朗 龍 谷 大 学 短 期 大 学 部

役名 氏 名 所 属 名

主査 眞 次 浩 司 倉 敷 市 立 短 期 大 学

委員 槇 平 龍 宏 大 月 市 立 大 月 短 期 大 学

委員 多 田 司 鹿 児 島 県 立 短 期 大 学

委員 本 橋 明 彦 相 模 女 子 大 学

※各短期大学評価分科会の名簿において、委員の上から２名は教員、委員の最下部の１名は事務職員を示している。
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③ 2024年度短期大学財務評価分科会名簿

④ 2024年度短期大学改善報告書検討分科会名簿

役名 氏 名 所 属 名

主査 大 橋 良 生 滋 賀 大 学

委員 稲 澤 基 筑 波 大 学

委員 大 日 方 清 剛 名 古 屋 工 業 大 学

委員 永 岩 尊 暢 大 月 短 期 大 学

役名 氏 名 所 属 名

主査 安 達 励 人 倉 敷 市 立 短 期 大 学

委員 藪 中 征 代 聖 徳 大 学 短 期 大 学 部

委員 栁 沢 幸 治 大 月 短 期 大 学
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（11）2024年度短期大学認証評価のスケジュール

2023年 11月 30日 申請短期大学より短期大学認証評価申請書の提出 

2024年 １～３月 短期大学評価委員会による 2024年度短期大学認証評価の体制に関

する検討等 

４月１日 申請短期大学より短期大学認証評価関連資料の提出 

４月 26日 評価者研修セミナーの開催（2024 年度の評価の概要及び主査・委

員が行う作業に関する説明） 

４月下旬～６月中旬 委員による申請短期大学に対する「短期大学認証評価結果（分科会

原案）」の作成 

５月 16日～23日 第１回短期大学財務評価分科会の開催（メール審議） 

６月中旬～８月下旬 主査による「短期大学認証評価結果（主査原案）」の作成 

短期大学認証評価各分科会の開催（「短期大学認証評価結果（分科

会案）」の作成） 

７月９日 第２回短期大学財務評価分科会の開催（「短期大学認証評価結果

（分科会案）」（財務評価部分）の作成） 

８月下旬～９月下旬 「短期大学認証評価結果（分科会案）」の申請短期大学への送付 

10月上旬～11月上旬 各申請短期大学に対する実地調査の実施 

「短期大学認証評価結果（分科会最終案）」の作成 

11月 12日～19日 第３回短期大学財務評価分科会の開催（メール審議） 

 12月２日 短期大学評価委員会正副委員長会の開催（「短期大学認証評価結果

（分科会最終案）」の確認） 

2025年 １月７日 第 61 回短期大学評価委員会の開催（「短期大学認証評価結果（分

科会最終案）」を審議し、「短期大学認証評価結果（委員会案）」を

作成） 

１月 15日 「短期大学認証評価結果（委員会案）」を申請短期大学へ送付 

３月４日 第 62 回短期大学評価委員会の開催（「短期大学認証評価結果（委

員会案）」に対する短期大学からの意見について採否を審議し、「短

期大学認証評価結果（案）」を作成） 

３月 17日 第 552回理事会の開催（「短期大学認証評価結果（案）」の承認） 

※委員会・分科会等の開催方法については（４）参照のこと。
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